
【客観的な指標の算出方法】 

 

指定された授業・実習の出席状況や授業意欲・態度、提出物そして各学期末に行う試

験、実習の成果を総合的に勘案して評価する。評価基準は各科目の指導計画書(シラバ

ス)の記載のとおりとする。(学生便覧に記載)                                                         

▪出席基準 授業時数 2/3以上の出席 介護実習は規定時間の全出席、臨床実習は 4/5

以上の出席                                                                                   

▪成績評価において GPAを用いて成績分布状況を確認している。 

履修科目に対する評価と GP(Grade Point)は以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

    ※再試験で合格(認定)した科目の評価は可とし、GPを 0.50とする。 

▪GPAは下記の算出方法で算出する。 

 

 

 ※GPAの計算は、少数第 3位を四捨五入する。 

 

 

 

評価 GP

秀 4.00

優 3.00

良 2.00

可 1.00

不可 0.0059点～0点

合格(認定)

不合格(不認定)

認定試験 合否

100点～90点

89点～80点

79点～70点

69点～60点

(履修科目の単位数×その履修科目のGP)の総和

必須履修科目の単位数の総和


